
町
を
想
い
、
愛
す
る
、
す
べ
て
の
町
民
と
と
も
に

町
を
想
い
、
愛
す
る
、
す
べ
て
の
町
民
と
と
も
に

「
み
ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

「
み
ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る  

元
気
な
ま
ち

元
気
な
ま
ち  

こ
お
り
」
の
実
現

こ
お
り
」
の
実
現

髙橋町長に聞く
4期目の展望

　　　　　　桑折町出身。65歳。福島高卒、
立教大経済学部中退。1987（昭和62）年から
町議を6期23年務め、2003（平成15）年か
ら2010年まで議長。2010（平成22）年の町
長選で初当選。3期目任期満了に伴う「桑折町
長選挙」は9月20日告示され、再選を果たした。

PROFIRE

健
康
長
寿
で

元
気
な
町
を
創
る

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち 

住
み

た
い
ま
ち 

こ
お
り
」
の
実
現

　

良
好
な
住
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、
道
路
・
水
路
の
適
正
な
整
備
と
維

持
管
理
に
努
め
る
ほ
か
、
空
家
の
流
通

や
適
正
管
理
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
減
量
化
事
業
の
推
進
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
、

半
田
山
や
産
ケ
沢
川
な
ど
自
然
環
境
の

保
全
に
努
め
る
ほ
か
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
意
識

し
た
各
種
事
業
を
推
進
し
、
生
活
の
豊

か
さ
を
よ
り
一
層
高
め
な
が
ら
、
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
た

豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
大
切
に
育
む

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し

人
と
人
の
絆
を
育
む

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
桑
折
町
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
子
育
て
世

代
に
寄
り
添
う
支
援
に
努
め
ま
す
。
待

機
児
童
ゼ
ロ
の
堅
持
や
乳
幼
児
保
育
・

教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

育
児
用
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
制
服
支
給
の

継
続
、
給
食
費
全
額
助
成
を
実
現
し
、

　
「
献
上
桃
の
郷
」
の
商
標
や
町
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
移
住
定
住
促
進
事
業
が

功
を
奏
し
、
桃
の
最
盛
期
に
お
け
る
来

訪
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、
人
口

動
態
で
も
社
会
増
減
が
プ
ラ
ス
に
転
じ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
I
C
T
を
効

果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
献
上
桃
や
西

山
城
、
郡
役
所
、
半
田
山
な
ど
の
地
域

資
源
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、
交

流
・
関
係
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
取
得
助
成
事
業
な
ど
若

い
世
代
向
け
の
住
宅
施
策
を
充
実
し
、

人
口
流
出
抑
制
や
移
住
定
住
を
増
加
さ

せ
、地
域
社
会
の
持
続
性
を
高
め
ま
す
。

　

本
町
は
い
ま
、
人
口
減
少
・
超
少
子

高
齢
社
会
の
進
行
や
、
度
重
な
る
自
然

災
害
な
ど
の
地
域
課
題
に
加
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
を
代
表
と
す
る
地
球
規
模
の
課

題
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
潮
流
を
見
誤
る
こ
と
な
く
、

常
に
変
革
を
成
し
遂
げ
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を

し
っ
か
り
と
守
り
、
活
か
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
り
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち　

住
み
た
い
ま
ち　

こ
お
り
」
を
創
造
し

て
い
く
こ
と
が
使
命
と
捉
え
て
お
り
、

3
期
12
年
の
経
験
と
、
郷
土
発
展
へ
の

想
い
を
胸
に
、
引
き
続
き
、
全
身
全
霊

を
か
け
町
政
執
行
に
あ
た
り
ま
す
。

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
教
育

や
不
登
校
対
策
な
ど
、
個
に
応
じ
た
支

援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
平
和
学

習
事
業
や
ふ
る
さ
と
学
習
を
継
続
し
、

郷
土
へ
の
愛
着
心
に
溢
れ
る
桑
折
っ

子
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
町
独
自
の

土
曜
学
習
塾
や
奨
学
金
制
度
に
加
え
、

I
C
T
教
育
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

「
桑
折
町
の
15
歳
の
め
ざ
す
姿
」
を
実

現
し
ま
す
。

る
自
然
災
害
か
ら
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め
、
災
害
に
負

け
な
い
強
靭
な
社
会
基
盤
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
迅
速
な
情
報
発
信
や
災
害
対

応
訓
練
、
非
常
用
品
の
備
蓄
な
ど
、
役

場
庁
舎
を
拠
点
と
し
た
防
災
対
策
を
強

化
す
る
ほ
か
、
消
防
団
の
活
動
環
境
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
内
会
や
住

民
自
治
協
議
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
支
援
を
通
し
、
自
助
・
共

助
・
公
助
に
基
づ
く
地
域
防
災
力
を
強

化
し
ま
す
。

　
「
こ
お
り
健
康
楽
会
」
の
事
業
を
通

し
、
町
民
の
健
康
意
識
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
多
様
な
主
体
と
連

携
し
、
先
進
的
な
健
康
維
持
・
増
進
事

業
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
げ
ま
す
。

　

高
齢
福
祉
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
各
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
、

介
護
保
険
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

地
域
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
の
支
援
や
芸
術
・

文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
、「
お
出
か

け
パ
ス
」
事
業
に
よ
る
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
で
、
生
涯
に
渡
っ
て
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
元
気
に

活
躍
で
き
る
地
域
社
会
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。

　

相
馬
福
島
道
路
の
全
線
開
通
で

各
方
面
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
伊
達
桑
折

Ｉ
Ｃ
周
辺
へ
の
企
業
誘
致
を
進

め
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
さ
ら

な
る
税
収
を
確
保
し
、
町
民
所
得

の
向
上
と
再
分
配
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
蚕
糸
跡
地
に
完
成
す
る

ス
ー
パ
ー
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
、
認
定
こ
ど
も
園
の
開
業
を
機

に
、
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
や

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
、
地
域

活
性
化
を
図
り
、
地
場
産
業
や
商

工
業
の
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

29
年
連
続
で
皇
室
献
上
品
に
選

定
さ
れ
た
本
町
産
の
桃
は
、
知
名

度
や
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
飛
躍

的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
振
興
で
は
、
町
独

地
理
的
優
位
性
活
か
し

活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
あ
ら
ゆ

誰
も
が
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
町
を
創
る

自
の
営
農
支
援
や
就
農
支
援
事
業

に
よ
り
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
農
家
所
得
の

向
上
と
「
献
上
桃
」
の
産
地
を
維

持
・
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
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